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令和 8年度予算見積調書 課室名:

説明事業

道路環境課
担当名: 防災担当

内線: 875107 (単位：千円)
会計

P31 橋りょう修繕費 一般会
計

土木費 道路橋
りょう
費

項
橋りょう維持
費

橋りょう修繕費
番号 事業名

事 業
期 間

昭和46年度～ 根 拠
法 令

道路法

款

針路 01
分野施策 0102

１　事業概要 ５　事業説明
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　橋梁の計画的な修繕を実施し、適切に保全することに
より、道路利用者の安心安全を確保する。

　ア　橋りょう補修事業(アセット)指定経費
　　　　　　　　　　　　　　　　　4,596,500千円

　イ　橋りょう補修事業(アセット)指定経費外
　　　　　　　　　　　　　　　　　　300,000千円

　ウ　既設橋りょうの維持修繕　　　　 75,100千円

　エ　橋りょうの耐震性向上　　　  9,281,000千円

（１）事業内容
　　ア　橋りょうの補修事業(アセット)指定経費
　　　　橋りょうの老朽化による損傷状況に応じた修繕を計画的に実施し、長寿命化を図る。
　　イ　橋りょうの補修事業(アセット)指定経費外
　　　　横断歩道橋の老朽化による損傷状況に応じた修繕を計画的に実施し、長寿命化を図る。
　　ウ　既設橋りょうの維持修繕
　　　　点検やパトロール等で発見した緊急的に補修が必要な橋りょうの維持修繕を実施する。
　　エ　橋りょうの耐震性向上
　　　　大規模地震の発生に備え、橋りょうの耐震補強を実施する。

（２）事業計画
　　ア　主要地方道川越栗橋線(六万部橋)(久喜市)外116箇所
　　イ　一般県道熊谷羽生線(桜町歩道橋)(行田市)外22箇所
　　ウ　応急修繕(管内全域)
　　エ　主要地方道川越坂戸毛呂山線(坂戸入西大橋)(坂戸市)外27箇所

（３）事業効果
　　ア　埼玉県橋りょう保全計画に位置付けられた橋りょうを延命化することで、ライフサイクルコストを縮減する。
　　イ　横断歩道橋維持管理計画に位置付けられた横断歩道橋を延命化することで、ライフサイクルコストを縮減する。
　　ウ　道路災害を未然に防止することにより、地域生活の安心・安全に大いに寄与する。
　　エ　橋りょうの耐震補強を完了させ、大規模地震に対応する。

（４）その他
　　　負担対象：羽根倉橋外10箇所　　　　　　　　　　　　　　　　　負担率　：1/2
　　　対象経費：羽根倉橋外10箇所の修繕及び耐震補強に要する経費　　相手方　：さいたま市外
　　　工　　期：令和6年度～令和11年度

２　事業主体及び負担区分
(県10/10)

３　地方財政措置の状況
アセット：地方道路等整備事業債　充当率90%
　　　　　　　　　　　　　　　　交付税措置なし
耐　　震：緊急防災・減災事業債　充当率100%
　　　　　　　　　　　　　　　　交付税措置70%

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×1.6人＝15,200千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比諸 収 入 県　債

決定額 14,252,600 48,600 14,130,000

前年額 15,856,990 46,675 15,756,000 54,315

― 県土整備部 31 ―

災害・危機に強い埼玉の構築

74,000 △1,604,390

大地震に備えたまちづくり



 

事業名

単位事業名 予算額 4,477,500千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

諸収入・ 37,500 △7,000 橋りょう修繕受託事業収入
道路橋りょう受託事業収入 一般県道次木杉戸線(宝珠花側道橋)(春日部市)外の橋りょう修繕に

係る千葉県等の負担金

県債・ 4,440,000 149,000 県単独道路建設事業債
土木債

一般財源 0 △500

合計 4,477,500 141,500

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

委託料 860,000 401,500 橋りょう修繕に伴う設計等業務委託

使用料及び賃借料 8,000 8,000 橋りょう修繕に伴う賃借料

工事請負費 3,395,139 △359,861 一般県道越谷八潮線(相生陸橋)(越谷市)外67箇所

負担金、補助及び交付金 214,361 91,861 さいたま市等への負担金

　

事業内訳書

橋りょう修繕費

橋りょう補修事業（アセット　指定経費）

主な内容

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 4,477,500千円

　
 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

合計 4,477,500 141,500

単位事業名 予算額 9,281,000千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

諸収入・ 10,000 10,000 橋りょう修繕受託事業収入
道路橋りょう受託事業収入 主要地方道さいたまふじみ野所沢線(船渡橋)(富士見市)の

耐震補強に係るさいたま市の負担金

県債・ 9,271,000 △1,897,000 県単独道路建設事業債
土木債

合計 9,281,000 △1,887,000

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

委託料 631,000 △627,000 橋りょうの耐震補強に伴う設計等業務委託

工事請負費 8,582,000 △1,268,000 主要地方道川越坂戸毛呂山線(坂戸入西大橋)(坂戸市)外22箇所

　

橋りょう補修事業（アセット　指定経費）

主な内容

橋りょうの耐震性向上

主な内容

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 9,281,000千円

　
 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

負担金、補助及び交付金 68,000 8,000 さいたま市等への負担金

合計 9,281,000 △1,887,000

単位事業名 予算額 66,000千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

県債・ 66,000 0 県単独道路建設事業債
土木債

合計 66,000 0

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

報酬 43,562 0 会計年度任用職員報酬

職員手当等 9,129 0 各種手当

　

橋りょうの耐震性向上

主な内容

橋りょう補修事業（会計年度任用職員）

主な内容

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 66,000千円

　
 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

共済費 9,970 0 職員共済費負担金

旅費 3,339 0 会計年度任用職員の通勤に係る費用

合計 66,000 0

橋りょう補修事業（会計年度任用職員）

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 75,100千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

諸収入・ 1,100 1,025 ネーミングライツ収入（歩道橋・橋りょう）
雑入

一般財源 74,000 20,085

合計 75,100 21,110

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

需用費 18,000 6,000 パトロール等で発見した緊急的に補修が必要な橋りょうの維持修繕

役務費 39,100 27,100 パトロール等で発見した緊急的に補修が必要な橋りょうの維持修繕

委託料 13,000 1,000 点検等業務委託

工事請負費 5,000 △12,990 応急組立橋の維持修繕

合計 75,100 21,110

橋りょうの維持修繕

主な内容

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 300,000千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

県債・ 300,000 122,000 県単独道路建設事業債
土木債

一般財源 0 △2,000

合計 300,000 120,000

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

委託料 29,000 △3,000 横断歩道橋修繕に伴う設計等業務委託

工事請負費 271,000 123,000 一般県道熊谷羽生線(桜町歩道橋)(行田市)外15箇所

合計 300,000 120,000

橋りょう補修事業（アセット）

主な内容

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 53,000千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

県債・ 53,000 0 県単独道路建設事業債
土木債

合計 53,000 0

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

旅費 4,356 △766 橋りょう修繕事業のための旅費

需用費 29,037 4,679 橋りょう修繕事業のための消耗品費等

役務費 6,181 △1,056 橋りょう修繕事業のための通信運搬費等

委託料 11,240 △2,169 橋りょう修繕事業のための委託費等

使用料及び賃借料 2,091 △757 橋りょう修繕事業のための借地料等

公課費 95 69 公用車管理に必要な経費等

　

主な内容

主な内容

橋りょう補修事業（アセット　指定経費）（事務費）



 

 

単位事業名 予算額 53,000千円

　
 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

合計 53,000 0

橋りょう補修事業（アセット　指定経費）（事務費）

主な内容


